
学番 30 新潟県立中条高等学校令和３年度シラバス（国語）

科目名 古典Ｂ 単位数 ３単位 学年( ･ｺｰｽ) ３学年（文系）類型

使用教科書 高等学校 改訂版 古典Ｂ（数研出版） 授業形態 必 修

副 教 材 等 改訂版 古典Ｂ 準拠ワーク（数研出版）

１ 学習目標（科目のねらい）

１年次の「国語総合」及び２年次の「古典A」の学習を踏まえて、さらに古典を読解し鑑賞する能力を

養い、古典に親しむ態度を育てる。

２ 学習計画（時期、単元、学習内容、配当時間、考査等）

時間 時間月 授業計画と授業の内容 月 授業計画と授業の内容

４ □古文 説話 『沙石集』 ６ ９ ◎２学期中間考査 １

「兼盛と忠見」

△漢文 文章 『古文新宝』 ６ △漢文 思想 12

「春夜宴桃李園序」 10 『孟子 「不忍人之心」』

５ ◎１学期 中間考査 １ 『荀子 「性悪」』

『孫子 「風林火山」』

□古文 和歌 『古今和歌集仮名序』 ４ □古文 物語 『源氏物語』 10

「やまと歌は」 11 「光源氏誕生 「藤壺の入内」」

６ △漢文 故事 『説苑』 ６ △漢文 逸話 ８

「江南橘為江北枳」 12 『呂子春秋 「知音」』

７ □古文 随筆 『枕草子』 ８ 『世説新語 「三横」』

「虫は 「大納言参り給ひて」 ◎２学期期末考査 １」

◎１学期期末考査 １

□ 古文 評論 『風姿花伝』 ６

△ 漢文 故事 『世説新語』 ６ 「秘すれば花｣

「漱石枕流」 △漢文 小説 ４

８ △漢文 史伝 『史記』 ６ １ 『捜神記 「売鬼」』

「四面楚歌」 ◎学年末考査 １

９ □古文 随筆 『徒然草』 ９

「あだし野の露」

「九月二十日のころ」

計96時間（55分授業）
３ 評価規準と評価方法

評価は次の観点から行います。

関心・意欲・態度 話す・聞く能力 書く能力 読む能力 知識・理解

古典を進んで学習 考えをまとめ、筋 目的に応じて適切 古典に表れた思想 理解するために必

、 、 、し、伝統的な言語 道を立てて話した な表現による文章 や感情を読みと 要な 語句 用法

文化について理解 り、的確に聞き取 を書くことができ り、人間、社会、 文の構造などを理

を深めようとして ることができる。 る。 自然などについて 解し、知識を身に

いる。 考察できる。 つけている。

以上の観点を踏まえ、定期考査を評価の中心とし、プリント・課題などの提出物・出席状況・授業態度

等を考慮して、総合的に判断し評価します。

４ 担当者から一言

より深く古典の世界を理解するため、自ら積極的・意欲的に取り組むことを期待します。考査の点数だ

けでなく、授業に臨む態度を特に重視して進めていきます。 （担当：橋本）


